
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐｏｉｎｔ－Ｌｉｎｅ焦点におけるＳｃｈｕｌｚ反射法の回折強度比較 
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概要 

極点測定を行う場合、Ｘ線焦点をＰｏｉｎｔにするかＬｉｎｅにするか、 

極点専用装置の場合Ｐｏｉｎｔにする事が多いが、 

兼用装置の場合、Ｌｉｎｅ焦点が使われている。 

ここで、実際の測定強度とＤｅｆｏｃｕｓに関して実験を行ったので比較検討を行う。 

 

測定 

 Ｃｕターゲットを使い、ゴニオ半径１８５ｍｍ、測定試料はＡｌ－ｒａｎｄｏｍ試料 

強度比較 

 極点測定を行い、多重記録でｃｐｓ単位で表示し最大強度計測 

Ｄｅｆｏｃｕｓ比較 

 Ａｌ｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝、｛３１１｝を 

発散スリット１／２度 

受光スリット７ｍｍによる比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａｌ｛１１１｝Ｌｉｎｅ焦点 

 

Ａｌ｛１１１｝ Ｐｏｉｎｔ焦点 

 

Ｌｉｎｅ  平均的最大強度 ２５００ｃｐｓ 

Ｐｏｉｎｔ 平均的最大強度 ７５００ｃｐｓ 

結果 

 ＰｏｉｎｔはＬｉｎｅの３倍 

 

 



Ｄｅｆｏｃｕｓ比較 

Ｌｉｎｅ焦点 

 

 

 

Ｐｏｉｎｔ焦点 

 

 

傾向は同じであるが、Ｐｏｉｎｔでは低角度の落ち込みが早い。 

補正を少なくする為に、αを中心から６５度の制限することでより良いデータとなる。 
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